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簡易液体通気培養で増殖 したササユリ球根の開花促進
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Summary

1. The  bulblets of  Lilium japonicum  , which were mass-produced in the dark at 23 •Ž 

for 5 to 6 months by a simplified aerated liquid culture system using polypropylene con-

tainer, appear to be dormant because they produced no leaves during 16 weeks of cultiva-

tion after transplanting into soil. 

2. To promote leaf emergence and growth of the  bulblets after transplanting into soil, 

low temperature or GA3 immersion treatment is required. Cold-storage of bulblets at 4 •Ž 

for 8 to 12 weeks was more effective in breaking dormancy than  bulblet immersion in 200 

mg•  liter-1 GA3. 

3. Bulbs of about 6.3 cm circumference were obtained after transplanting in vitro bulb-

lets weighing 200 to 300 mg into soil. 

4. About 80% of the chilled bulbs with circumferences of 6.0 to 6.4 cm which were 

planted in pots in December flowered in March of the following year. These plants had 

one flower and attained a height of about 20 cm. 

5. When bulbs with circumferences of 6.0 to 11.5 cm were re-chilled at 4 •Ž for 12 

weeks and replanted in mid-October, the flowering period was advanced to late December 

and January rather than March. However, the non-chilled, transplanted bulbs flowered 

between May and June of the following year and some of the bulbs with circumferences of 

10.0 to  11.4  cm produced two flowers. When bulbs with circumferences of  7.0  cm or more 

were transplanted into soil, they grew to more than  11.9  cm in circumference at harvest. 

Thus, by utilizing the simplified in vitro system to obtain mass-propagated bulblets 

and subsequently exposing them to cold or GA treatment, flowering plants of L. japonicum 

can be produced in about one year in the shortest case of cultivation period.

緒 言

ユ リの組織培養 を利用 した増殖に関して,多 数の研

究成果が報告 されている(Van Aartrijk ら,1990).

最 近 の報告では,大 量増殖 を考慮 して,液 体培地 を用い

た培養に よる増殖法が増加 して きた(石 破 ら,1992a;

高 橋,1993;Takayama・Takizawa,1994;田 中 ら,

1992),筆 者 も,ユ リ球根 の実用的な大量増殖技術 の

開発 を目的に,サ サユ リ(Lilium japonicum Thunb.)

を培養材料 として実験 をすすめてきた.そ の結果,簡

易培養槽 を利用 した液体通気培養を行 うことによって,

組織培養による子球の大量生産が実用的に行 える可能

性を見出 した(河 原林,1993).

サ サ ユ リ球根の増殖 ・養成や栽培 に関す る研究 は少

な く(仙 頭,1971b;竹 田,1993),球 根 や切 り花の

出荷が山採 りに頼 られてい るため,そ の個体数の減少

のみ な らず 自生地の荒廃 も心配 されてい る(仙 頭,

1971a;清 水,1987).こ の ような状況において,サ サ

ユ リの増殖および栽培技術確立に対する要望が強 く,

各地で組織培養 を利用 した球根増殖が試み られ(春 木・

山田,1992;水 口 ら,1994;新 美,1990),培 養 球の鉢1994年11月16日 受 理.
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上げ後の生育 についてもい くつか報告 されている(古

谷,1993;松 田 ら,1992;新 美,1993).

本 実験では,簡 易培養槽での液体通気培養によって

増殖 したササユ リ培養球根を用い,球 根の冷蔵および

ジベ レリン(GA3)浸 漬処理が土壌へ移植 した後 の生

育 に及ぼす 影響や球根の肥大と開花 との関係 を調査 し,

培 養球根 を利用 した開花株生産の可能性 を検討 した.

材 料 お よ び 方 法

実 験1.培 養 球 根 の 出 葉 と 初 期 生 育 に 及 ぼ す

冷 蔵 処 理 とGA3浸 漬 処 理 の 影 響

1)供 試 球 根

前報(河 原林,1993)に 従 い,寒 天培地での りん片

培養で維持 ・増殖 したササユ リの無菌小球根を切断 し,

容積3あ るいは10literの 簡 易培養槽 で,5～6カ 月間,

そ の切片 を液体通気培養 して得 た球根 を供試 した.培

養槽か ら取 り出した供試球根は,水 道水で十分 に洗浄

した後,葉 や根を形成 している場合は,そ れらを切除

した.本 実験の液体通気培養には,寒 天培地上 の りん

片培養で子球を分化 ・増殖 してい く過程において,出

葉があま りみられない子球(以 下,「 難 出葉球根」)を

用 いた.対 照 として,寒 天培地での りん片培養 中に,

出葉が しば しばみ られる子球(以 下,「 易出葉球根」)

も準備 した.

2)冷 蔵 処 理

厚 さ0.02mmの ポ リエチ レン袋 あるい は90×20

mmの 深型滅菌 シャーレに入れた湿 ったバー ミキ ュラ

イ トに球根 を混ぜ,4,8お よ び12週 間,4℃ の 冷蔵

庫内に置いて冷蔵 した.

3)ジ ベ レ リ ン(GA3)浸 漬 処 理

新美 ら(1988)の 方法 に従 って行 った.GA3を 少

量の99.5%エ タ ノールで溶解後,蒸 留水 で所定濃度

(100,200,300mg・liter-1)に 希 釈 した.GA3溶 液20

m1を 含 む50mlの ビーカーに供試球根 を12球 入れ,

23℃ ・暗黒で24時 間,水 平旋回(約70rpm)し た.

4)冷 蔵 処 理 とGA3浸 漬 処 理 の 併 用

冷蔵処理 とGA3浸 漬 処理 を併用す る場合,冷 蔵処

理終了後,直 ちに球根を水道水で洗浄 してバー ミキュ

ライ トを除いた後,GA3浸 漬処理を行 った.

5)出 葉 試 験

無処理および処理球根の生体重を測定 した後,各 試

験区に12球 ずつ,そ れぞれセル トレーの各1穴(30

mm×30mm× 深 さ55mm)に1球 を植 え付 けて,20

℃ ・200,000lx・16時 間照明のインキュベーター内で

栽培 した.一 部の冷蔵処理球根で,発 根 しつつあるも

のがみられたが,生 体重測定の際,こ れらの根 は切除

した.

本試験 を含むすべての栽培試験 の用土 には,赤 玉土:

バ ーク堆肥:パ ーライ ト:砂=3.5:3:1:1(容 積 比)

に化成肥料(N10:P8:K10)を2g・liter-1の 割 合

で混合 したものを用いた.出 葉試験のための栽培期間

は,無 冷蔵球根 で16週 間,冷 蔵処理 した場合,そ の

冷蔵期 間だけ短縮 し,冷 蔵12週 間処理では4週 間の

栽培 を行 った.適 宜,灌 水 し,追 肥は行わなかった.

栽 培開始後1週 ごとに出葉の有無 を調査 し,栽 培期

間終了後,各 区無作為 に6個 体ずつ抜き取 り,植 物体

全体お よび葉と根 を切除 した後の球根の生体重,葉 数

最大葉長 ・葉幅,根 数,根 長を測定 した.ま た,植 物

体 と球根の生体重の増加率((そ れぞれの抜 き取 り時

の生体重/セ ル トレイに植 え付けた球根の生体重)×

100)も 算 出 した.

実 験2.第1作 目 の 生 育 に 及 ぼ す 土 壌 移 植 前

の 冷 蔵 処 理 ・GA3浸 漬 処 理 お よ び 球

根 重 量 の 影 響

従来の球根栽培 の場合 と同様 以下の栽培試験にお

いて も,培 養球根 から成球を養成するための第1回 目,

第2回 目,第3回 目の栽培および,そ の結果得 られた

球根 を,そ れぞれ第1作 目,第2作 目,第3作 目およ

び1作 球根,2作 球根,3作 球根 とした.

1)冷 蔵 処 理 球 根 お よ びGA3浸 漬 処 理 球 根 の

栽 培 試 験

冷蔵処理 とGA3浸 漬 処理 の影響 についての試験 に

供試する球根は,実 験1.で 冷 蔵処理あるいはGA3浸

漬 処理 し,出 葉試験 を行 った培養球根 を用いた.1992

年3月19日,出 葉試験終了時に掘 り上げ調査 を行 わ

なか った個体 を,セ ル トレイから抜 き出 して3号 のポ

リ鉢に各1球 ずつ移植 した.栽 培はサイ ドを寒冷 しゃ

で被覆 した鉄骨 ビニルハ ウスで行 った.夏 期はサ イ ド

のビニルを巻 き上げ,40%の 遮光 を行 ったが,ハ ウス

内の気温 は40℃ を超 えることもあ った.追 肥 として,

ハ イポネクス1,000倍 液 を4月 か ら月2回 与え,ま た,

適 宜,殺 虫剤 としてス ミチオン,マ ラソン,オ ル トラ

ン,殺 菌剤 と してベ ンレー ト,ト ップジンM,マ ン

ネブダイセ ン,ダ コニールを,そ れぞれローテーショ

ンしなが ら組合せて散布 した.9月17～19日 に球根

を掘 り上げ,球 周 を測定 した.

2)培 養 球 根 の 重 量 別 栽 培 試 験

実験1.1)の 方 法に準 じ,同 数程度 に混 合 した

「難出葉球根」 と 「易出葉球根」 を切 断 して得た切片
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を,液 体通気培養 した.形 成 された球根の生体重を,

根 や葉 を切除 した後 に測定 し,25mg以 上600mg未

満 の範囲にあった ものを供試 した.

供試球根 は,無 冷蔵 のままで1992年9月14日 に,

また,実 験1.2)と 同様 に12週 間冷蔵処理 して1992

年12月9日 に,そ れぞれ3号 ポリ鉢 に各1球 を直接

鉢上げ し,サ イ ドを寒冷 しゃで被覆 した鉄骨 シクスラ

イ ト仕様ハ ウスで栽培 した.換 気温度 を25℃ とし,

12月10日 か ら最低温度15℃ に設定 して加温 したが,

ハ ウス内の気温 は19℃ 程度に低下することもあ った.

3月19日 で 加温 を停止 し,夏 期 はサイ ドの ビニ ルを

巻 き上 げ,50%の 遮 光 を行 ったがハ ウス内の気 温は

40℃ を超 えることもあ った.追 肥 を1月 下旬か ら開

始 した以外,殺 虫剤や殺菌剤の散布その他の栽培管理

は1)に 準 じて行 った.1993年9月20日 に球根 を掘

り上げ,球 周 を測定 した.

実 験3.第2作 目 の 生 育

1)冷 蔵 処 理 球 根 の 栽 培 試 験-1(1992年12

月鉢 植 え 球 根 の 生 育)

実験2.1)で 得 られた1作 球根 を実験1.2)と 同

様に して12週 間の冷蔵処理 を行い,1992年12月16

日,4号 の ポ リ鉢に1球 ずつ植え付けた.実 験2.2)

と同 じハ ウスで同様 に栽培 し,1993年7月12日 に球

根 を掘 り上 げ,球 周 を測定 した.ま た,適 宜,出 葉

(葉状 りん片の地上への伸長)や 抽台の観察 を行 うと

ともに,開 花 時に草丈(鉢 土表面から(第1花 の)小

花梗先端まで),茎 径(最 下位節間部の),葉 数(苞 葉

を除 く),最 大葉長,最 大葉幅,花 の大 きさ(花 径;

相対す る外花被片反転位置問の距離,花 長;花 被片の

着生位置か ら反転位置 までの距離)の 調査 も行 った.

2)冷 蔵 処 理 球 根 の 栽 培 試 験-2(1993年12

月 鉢 植 え球 根 の 生 育)

実験2.2)で 得 られた1作 球根 を,1993年12月

24日,1)と 同様 に冷蔵処理 して4号 のポリ鉢 に植 え

付け,サ イ ドを寒冷 しゃで被覆 した鉄骨 自然光エフク

リーン仕様ハ ウスに搬入 した.1月18日~3月8日 ま

での最低温度 を10℃ に設定 した以外 は,1)と 同様

に栽培管理 し,生 育 ・開花 と掘 り上げ時の球周調査 を

行 った.ネ ダニ発生 により葉の黄変が早 まった一部の

株 から球根の掘 り上げを開始 したため,球 周の調査時

期 は5月 中旬か ら7月 上旬に及んだ.

実 験4.第3作 目 の 生 育

1)冷 蔵 処 理 球 根 の 促 成 栽 培 試 験

実験3.1)で 得 た2作 球根 を実験1.2)と 同 様に

して12週 間の冷蔵処理 を行 った ものを供試 した.

1993年10月15日,球 周が6.0cm以 上11.5cm未 満

の球根,合 計79球 をプ ランター(18cm×60cm× 深

さ13cm)に5球 ずつ植 え付 けた.栽 培ハウスお よび

栽培管理は,実 験3.2)と 同様 とした.適 宜,出 葉

・抽台の観察 を行 うとともに
,開 花時に草丈,茎 径,

葉 数,葉 長,葉 幅,花 の大 きさについて調査 した.

2)無 冷 蔵 球 根 の 栽 培 試 験

実験2.2)と 同様 にして得た液体通気培養球根 を,

1992年2月~9月 に 第1作 目,1992年10月~93年

10月 に第2作 目の栽培 を行 って養成 した2作 球根 を

供試 した.1993年10月15日,1)と 同様に,球 周が

6.0cm以 上11.5cm未 満 の球根 をプランターに植 え

付けた.栽 培管理,出 葉 ・抽台の観察,開 花時の調査

は1)に 準 じた.1994年7~8月 に掘 り上げた後,球

周の調査 も行 った.

結 果

実 験1.培 養 球 根 の 出 葉 と 初 期 生 育 に 及 ぼ す

冷 蔵 処 理 とGA3浸 漬 処 理 の 影 響

冷蔵処理球根 とGA3浸 漬 処理球根の出葉試験 終了

時の出葉率,そ の出葉率に到達す るまでに要 した栽培

期間(週 数)お よび抜 き取 り調査 した個体の生育調査

結果の平均 を,ま とめて第1表 に示 した.

1)冷 蔵 処 理 期 間 の 影 響

冷蔵処理の終了時,12週 間処理球の一部 で,発 根

を開始 し,わ ずかに根 を伸長 しつつある ものがあった

以外,処 理球根か らの出葉や発根 はみ られなかった.

セ ル トレイに植 え付けた無冷蔵あるいは4週 間冷蔵

処理 した 「難 出葉球根」 は,そ れぞれ,出 葉試験 を終

了 した栽培16,12週 間後で も出葉せず,そ の球根重

もほとん ど増加 しなか った.8お よび12週 間冷蔵 処

理 した球根の場合,そ れぞれ栽培2週 間後 と1週 間後

に,す べての球根 で出葉がみ られた.出 葉試験終了時,

これ らの出葉 した球根では,植 え付け時の球根重 と比

較 して,そ の球根部位だけの生体重はほとんど増加 し

なか ったが,伸 長 した葉や根 も含めた植物体全体 の生

体重は200~250%増 加 した.

一 方
,「 易出葉球根」 を冷蔵 した場合,「 難出葉球

根」では出葉 しなかった処理期 間4週 間でも,出 葉が

み られた(第1図).こ れ らの4週 間冷蔵処理球根で

は,セ ル トレイでの栽培2週 で出葉が認められ,栽 培

4週 間後に,そ の最終出葉率92%に 達 した.

2)GA3浸 漬 処 理 濃 度 の 影 響

「難 出 葉 球 根」 をGA3 100 , 200 お よ び 300
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mg・liter-1溶 液で浸漬処理すると,無 冷蔵の場合で も

球根か らの出葉が促進 され,そ れぞれの処理濃度 で,

栽 培4週 間後,2週 間後,2週 間後 には出葉率100%

に達 した.ま た,4週 間冷蔵処理 した球根 をGA3 200

mg・1iter-1溶 液 で浸漬処理 した場合 も,栽 培3週 間後

には出葉率が100%と な った.一 方,出 葉試験終了時

の球根部位 の生体重は,GA3浸 漬処理 によって,植

え付 けた球根重 と比較 して,123~131%増 加 した.し

か し,GA3浸 漬 処理球根の葉 の生長 や根の分化 ・伸

長 は,8週 間の冷蔵処理球根 のものと比較す ると,や

や劣 っていた.

実 験2.第1作 目 の 生 育

1)冷 蔵 処 理 とGA3浸 漬 処 理 の 影 響

栽培終了後に掘 り上げた球根 の生存率 と球周 を第2

表 に示 した.

無 冷蔵および4週 間冷蔵処理球根で は,球 根生存率

が16.7%と 低 かったが,8お よび12週 間冷蔵処理球

根 は,す べ て生存 していた.一 方,GA3浸 漬処 理 を

行 った球根 の場合,無 冷蔵で も生存率が83%ま で 向

上 し,GA3浸 漬 処理 と4週 間冷蔵処理 とを組合せた

球根 では100%と な った.

8お よび12週 間冷蔵処理 した球根 では,掘 り上げ

時の球根の球周平均が5.6~5.7cmと な った.一 方,

Fig. 1. Influence of cold-storage duration on leaf emerg-
ence of in vitro propagated bulblets of  L.  japonicum 
after transplanting in soil. 
From left to right : 0/16, 4/12, 8/8 and 12/4 (Groups 
of 3 bulblets after weeks of cold-storage/cultivation 
in soil). 
Upper row : bulblets with leaves emerging during 
in vitro culture. 
Lower row : bulblets with no leaves emerging dur-
ing in vitro culture.
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無 冷蔵でGA3浸 漬処理 した球根の球周平均は4.7cm

とな り,8週 間以上の冷蔵処理を した球根 のもの と比

較すると劣った,

2)鉢 上 げ 培 養 球 根 の 球 重 の 影 響

鉢に植えたいずれの球根重量の球根において も,抽

台 したものはなか った.

12月 に植 え付けた冷蔵球根 では,1週 間後か ら出葉

が始 ま り,4週 間後 には,球 根重25~50mg,100~

150mgの 試 験 区の各1個 体 を除 きすべ て出葉 した.

その後,枯 死する葉があったが,新 たに伸長 して くる

葉 もあるため,9月 までの栽培期 間を通 して,4枚 程

度の葉が常に伸長 していた.

一方
,9月 に植 え付 けた無冷蔵球根では,翌 年1月

下旬から出葉が始 まり,2月 下旬にはすべて出葉 した.

そ の後 も出葉 し,4~6枚 の 葉を伸長 した.

栽培終了後 に掘 り上げた球根 の生存数 と球周 を調査

した結果 を第3表 に示 した.

12月 に植 え付 けた冷蔵球根で は,98%の 球 根が生

存 してお り,無 冷蔵で9月 に植えつけた球根 は,す べ

て生存 していた.ま た,掘 り上げた球根の うち,球 周

5,0cm以 上 に肥大 した球根の割合 は,12月 植 え冷蔵

球根 の場 合,球 重200~300mgの 植 え付 け球 根 で

85%,球 重300~400mg球 で90%,400mg以 上 の球

で100%と な った.一 方,9月 植 えの無冷蔵球 では,

50mg以 上 の植 え付 け球根 の93%(44球 中41球)が,

Table 2. Influence of the length of cold-storage of L.  japoni-

cum  bulblets with or without immersion in GA3 solu-

tion on the survival and the growth of bulbs after 

transplantation into soil.
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球周5.0cm以 上 に肥大 した.

実 験3.第2作 目 の 生 育

冷蔵処理 した1作 球根の2回 の栽培における,生 育

開花お よび栽培終了後に掘 り上げた球根 の生存数と球

周の調査結果を,ま とめて第4表 に示 した.

1)冷 蔵 処 理 球 根 の 栽 培 試 験-1(1992年12

月 鉢 植 え 球 根 の 生 育)

鉢 に植え付けた1週 間後か ら出葉 ・萌芽がみ られ,

3週 後には100%の 出葉(萌 芽)率 となった.抽 台や

開花 は球周5.0cm以 上 の球根でみ られた.球 周が大

きくなるにつ れて開花率が向上 し,球 周6.0~6.4cm

で は6球 中5球 が開花 した.各 球周の試験 区で開花 し

た株 の草丈,葉 数,茎 径の平均 は,そ れぞれ,22.0~

27.0cm,7.6~8.0枚,2.7~2.9mmの 範 囲にあ り,

花 数はすべて1輪,開 花 日は2月26日~3月8日 の

間にみ られた(第2図).

掘 り上げた球根の球周 の平均 は,球 周6.0~6.4cm

の1作 球を植 え付 けた場合,10cmを 超 え,ま た,球

周3.0~3.4cmの1作 球 を栽培 した場合 で も,球 周

7.Ocm程 度 に肥大 した球根 が得 られた(第3図).球

根底部の黒変や りん片の一部が腐敗 した球根 もあった

が,得 られた2作 球全体の生存率は95.3%で あ った.

2)冷 蔵 処 理 球 根 の 栽 培 試 験-2(1993年12

月 鉢 植 え 球 根 の 生 育)

本 試験 に おい て も1)と 同様 栽 培3週 間後 に

100%の 出葉(萌 芽 を含 む)率 が得 られた.植 え付 け

た球根の球周が5.5cm以 上 になると,そ の抽台率や

開花率が向上 し,球 周6.0~6.4cmで は14球 中11球

が開花 した.各 球周の試験区で開花 した株 の草丈 ・葉

数 ・茎径 の平均 は,そ れぞれ,17.6~21.2cm,5.8~

7.0枚,2.3~2.7mmの 範 囲にあ り,花 数はすべ て1

輪,開 花 日は3月20日~30日 の 間にみ られた.

開花後間 もな く一部の株にネダニ発生による葉の黄

変がみ られ始め,掘 り上げた球根の肥大程度は,1)

に おける同サイズの球根で得 られた結果 と比較 して,

や や劣っていた.一 方,植 え付 けた球根全体の生存率

は,94.4%で あ り,1)と ほ ほ伺様 の結果 となった.

実 験4.第3作 目 の 生 育

2作 球根の栽培 における生育開花および掘 り上げた

球根の生存数 と球周の調査結果 を第5表 に示 した.

1)冷 蔵 処 理 球 根 の 促 成 栽 培 試 験

10月15日 に鉢 に植え付 けた冷蔵処理球根 は,12月

27日~1月11日 の 間に開花 した.し か し,球 周8.0

cm未 満 の球根 を植 えた場 合,開 花個体 は少 な く,球
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周6.0~6.9cmの 球根 の開花率 は10.7%で あ った.

すべ ての球周試験区において,開 花 した株の花数は1

輪であったが,草 丈,葉 数,茎 径な どは,植 えた球根

の球周 に,ほ ぼ比例 して増加 した.し か し,そ の生育

程度 は,実 験3.の 結果 と比較 して,大 きくな らなか

Fig. 2. Flowering of in vitro propagated  bulblets of L. 

japonicum following the second transplantation into 

soil. Bulbs derived from the experiment of Table 2 

were re-chilled at 4 •Ž for 12 weeks before trans-

planting in 12 cm-diameter pots on 16 December, 

1992. Photograph was taken on 28 February, 1993.

Fig. 3. Influence of  L.  japonicum bulb size on their subse-

quent growth after their second transplantation into 

soil. Bulbs derived from the experiment of Table 2 

were re-chilled at 4 •Ž for 12 weeks and replanted 

in 12 cm-diameter pots on 16 December, 1992. 

They were harvested and photographed on July, 

1993.Circumference of planted bulbs (cm) was, 

Upper (left to right) : 6.0•…~<6.5, 5.5•…~<6.0, 

5.0•…~5.5 

Lower (left to right) : 4.5•…~<5.0, 4.0•…~<4.5, 

3.5•…~<4.0,  3.0•…~<3.5.
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った.

2)無 冷 蔵 球 根 の 栽 培 試 験

冷蔵せず に,掘 り上げてす ぐ鉢に植えた球根 は,5

月24日~6月11日 の 間 に開花 した.球 周7.0cm以

上 の球根 の開花率は,94.7%で あ った.花 数は,球 周

10.0cm未 満 球はすべて1輪 であったが,球 周10.0~

11.4cm球 で は8個 体中3個 体で2輪 開花 した.各 球

周の試験 区で開花 した株の草丈,葉 数,茎 径の平均は,

促 成栽培 を試みた1)に おける開花株のものと比較 し

て,大 き くなった.ま た,植 え付 け時の球周 が7.0

cm以 上 の球根 は,栽 培終了後の掘 り上げ時 に,球 周

11cm以 上 の球根 となった.

考 察

組織培養で生産 したユ リ球根 において も,以 前から

切 り花 や鉢花栽培 に用いられて きた自生あるいは圃場

生産球根(以 後,従 来球根)と 同様,休 眠現象の存在

す ることが明 らかに されてい る(Aguettazら,1990;

Higgins・Stimart,1990).

実験1.の 結 果 は,シ ョ糖 を添加 した液体培地 を用

い,23℃ ・暗黒 の一定条件で比較的長期間(5~6カ

月 間)通 気培養 して生産 したササユ リの子球が,従 来

球根 と同様,休 眠状態 にあることを示唆 した.そ の休

眠の深 さは,培 養材料 として用 いた子球が,継 代培養

中に示 した出葉の難易 とも関連があった.す なわち,

こ の出葉試験の供試球根を生産す るために設定 された

培養温度23℃ は,サ サユ リ球根の出葉の促進に有効

な低温 として作用する温度範囲で はなく,ま た,培 養

の経過 とともに,培 地中のショ糖 は分化 ・生育 しつつ

ある球根 に吸収蓄積 される.培 養球根の休眠現象は,

このような従来のユ リ球根の休眠誘導や球根成熟過程

と類似 した条件下で進み,そ の条件に対するそれぞれ

の培養球根の感受性の差異 によって,休 眠の深 さ程度

が異なっていたものと推定 される.

実際の栽培現場では,休 眠打破や抽台 ・開花の促進

のために,球 根の温湯処理,ジ ベ レリン浸漬処理や冷

蔵処理 などが行 われてい る(松 川,1977;Ohkawa,

1979).一 方,新 美(1988)は,ヒ メサユ リの培養球

根 において,12週 間 以上の4℃ 処理が球根 の休眠 を

打破 し,GA3浸 漬処 理 は,休 眠に対す る低 温の効果

を完全に代替することはで きないが,出 葉を促進する

とともに低温処理期間 を短縮す る効果を示す ことを報

告 した.さ らに,サ サユ リの培養球根 で,低 温処理は

子球か らの出葉を促進 し,ま た,低 温処理が十分であ

った場合,試 験終 了後に掘 り上げた子球に,腐 敗 した

もの は な か っ た こ と を示 した(新 美,1993).

Takayamaら(1982)も,ヤ マユ リやカノコユ リ培養

球根 の休眠打破 に低温処理 を用いている.

本実験の1.と2.で も,培 養球根 の4℃,12週 間の

冷蔵処理は,栽 培 を開始 した球根 の出葉や生育 を促進

し,掘 り上げ時の球根生存率の向上に も効果があった.

また,GA3浸 漬 処理 も冷蔵処理 と同様 の効果 を示 し

たが,そ の程度はやや劣っていた.培 養球根 に対 する

この ような冷蔵やGA3浸 漬 な どの休眠打破処理 が,

従 来球根 に対する場合 と同様 に有効であった結果 から

も,培 養球根の休 眠は,従 来の栽培球根な どの ものと

同様の現象である といえる.

12週 間 の冷蔵処 理を行 った培 養球根 の栽培 を2月

に開始 した場合(第2表)と,12月 か ら開始 した場

合(第3表,150≦~<200mg)と を比較すると,そ

の球根の生育程度 に大 きな差はみ られなかった.ま た,

無 冷蔵球根 を9月 に植 え付 けた場合,2月 ごろ盛 んに

出葉 した.2月 中下旬か ら5月 上旬 ごろまでの期 間,

ハ ウス内の温度条件 ・光条件などは,サ サユ リの生育

に比較的適 していた.無 冷蔵球や2月 植え冷蔵球の場

合,こ の期間に葉数増加がみ られ,12月 植 えの冷蔵

球根 より地上部の生育期間が短い にもかかわらず,効

率 よ く球根を肥大 させることができた と考えられる.

したがって,出 葉が速やかにみられる冷蔵処理球根

を用いて球根 を養成する場合,植 え付 けは1月 下旬~

2月 上旬 ごろに無加温ハ ウスで行 えば,経 済的にも効

率 よ く適当である.ま た,肥 大 した1作 球根 を,さ ら

に効率 よく得 るためには,培 養球根の植 え付け時期や

栽培期間中の温度変動 と球根肥大 の様相 ・経時変化な

どとの関係 を検討 し,適 切 な栽培 の時期や期間を明ら

かにすることも必要である.

培 養球の栽培による開花 の状況 についてみてみると,

最 初 に開花 したのは,球 周が4.5cm(実 験3-2)あ る

いは5.0cm(実 験3-1)以 上 の1作 球根 を植 え付 けた

第2作 目(培 養球 の栽培開始後1年1カ 月)で あった.

球 周が6.0cm以 上6.5cm未 満 の ものでは,草 丈 は低

く,花 数も1輪 であったが,80%程 度 の開花率が得 ら

れた.こ の ことか ら,第1作 目で の球根の肥大状況 を

考 え合 わせ ると,150mg以 上,で きれば300mg程 度

の培養球 を用い,冷 蔵処理 と加温 とを組合せて栽培す

ることによって,草 丈,輪 数の確保に課題はある もの

の,栽 培開始か ら開花 までの期間をほぼ1年 程度 に短

縮で きることがわかった.

球根 の植 え付け時期 を工夫すれば,開 花時期 をかな
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り促 進することも可能であ り,2作 球根 を冷蔵処理 し

て,10月 に植 え付けた場合,草 丈 ・輪数 は2作 目と

同様であ ったが,年 内に開花 した株 もあ った.し か し,

テ ッポウユ リにおいて,低 温処 理球 を高温で促成する

ほど,開 花 は早 くなるが茎長が伸 びず花数 も減少する

とした小西 ら(1976)の 結果か らみ ると,球 周7~11

cm程 度 の大 きさの冷蔵 した2作 球根 では,加 温ハウ

スでの年内促成栽培 によって,切 り花 として十分な草

丈 と輪数を確保することは容易ではない.

仙 頭(1971b)は,実 験4.2)で 用 いた球根サ イ

ズ試験に もある球周7~9cmの ササユ リ山掘 り球根 を,

平 地で11月 植 え ・無加温 ・鉢栽培 し,6月3日 開花,

草 丈36.2cm,花 数1輪 といった結果 を得 てい る.実

験4.2)で 無 冷蔵球 を10月 に植えた場合 も,同 様の

結果であ り,開 花は5~6月,草 丈 は40cm程 度 まで

伸長 し,球 周10.0~11.4cm球 で は2輪 開花す るもの

もあった.こ の実験で,球 周10.0~11.4cmの 比較的

大 きな球根でも,草 丈が短 く2輪 開花す る個体が少 な

か った原因 として,加 温ハ ウスでの栽培であることか

ら,球 根生長点が,十 分な葉数 ・茎長や花数を確保す

るために必要な低温 耶を感受す る前 に,花 芽を分化 ・

発達 させて しまった可能性が考 えられる.こ の場合 に

は,花 芽 を分化 ・完成 させる前 に,栄 養生長を十分 に

行わせ,普 通葉の原基 を多数確保させるような環境条

件 となる栽培 をで きれば,茎 長の長い良質の切 り花が

得 られることになる.し か し,そ の正確 な原因 を明ら

かにし,良 質の切 り花を得るためには,冷 蔵温度や栽

培温度,球 根サ イズなどに関連 したササユ リの開花生

理や培養材料 として選抜すべ き親球根の遺伝的形質等

について も,さ らに検討する必要がある.

なお,竹 田(1993)は,切 り花栽培で2~3輪 開花

させ るには,少 な くとも30g以 上 の球根 を使用 しな

けれ ばな らない と してい る.本 実験 に用 い た球 周

11.0cm以 上 の球根の生体重 を測定 したところ30g程

度 であ った(デ ータ省略).こ のこ とか ら考 えると,

第3作 目終了後(栽 培開始後約2年 半)に 得 られた球

周13.0cm程 度 に肥大 した球根 は,切 り花生産に十分

使用できるはずである.た だ し,サ サユ リの場合,山

野草的イメージもあ り,花 数が1~2輪 と少な くても

可憐 さをアピールできる.ま た,鉢 花であれば草丈が

低 くても問題はない.し たがって,草 丈の低い一輪開

花株 を促成鉢花 として利用可能であれば,栽 培開始後

さらに短期間で出荷で きることになる.

以上のように,本 実験の結果から,簡 便な液体通気

培養で大量に生産 した球根を利用 し,ハ ウスなどでの

栽培 によって,サ サユ リの切 り花や鉢花 を短期 間に生

産で きる可能性が見出せた.今 後,さ らに,生 育 に適

した温度 ・光 ・土壌 などの環境条件 や施肥条件,畝 栽

培 による球根養成 ・切 り花生産,培 養球1作 球根の冷

蔵処理を簡便 に行 うための方法,夏 季冷涼な中山間地

域の ような場所での栽培などにつ き,試 験 ・検討する

ことによって,実 際の栽培現場での生産を円滑 に進め

ることがで きるであろう.

摘 要

1.簡 易培 養槽 を用い,5~6カ 月 間,23℃ ・暗黒 ・

シ ョ糖添加培地で液体通気培養することによって得た

球根 は,16週 間 の出葉試験中に出葉せず,休 眠状態

にあることがわかった.

2.土 壌 へ移植す る前に,培 養球根を8~12週 間,

4℃ で 冷蔵処理することによって,休 眠が打破 され,

そ の 出 葉 お よ び 生 育 が 促 進 さ れ た.ま た,200

mg・liter-1 GA3溶 液 で球根 を浸漬 した場合 も,同 様 の

促進効果を示 したが,そ の程度 は,冷 蔵処理 と比較 し

て劣 った.

3.球 重200mg以 上 から300mg未 満 の培養球根 を

1作 して得 られる球根 の球周の平均は,6.3cmと な っ

た.

4.球 周5.0cm以 上 に肥大 した球根 を栽培すると,

多 くの個 体で抽台がみ られた.12月 に鉢 に植 えた球

周6.0~6.4cmの 冷 蔵球根 で は,翌 年3月,そ の

80%が 開花 した.ま た,開 花 した株の草丈は20cm程

度,花 数は1輪 であった.

5.培 養 球根か ら養成 した球周6.0~11.4cmの 球

根 を冷蔵 して10月 に植えた場合,年 内に開花する株

もあ った,一 方,冷 蔵せずに10月 に植 えた同様の球

根 は,草 丈35~40cmで5~6月 に 開花 し,球 周10

cm以 上 の球根では,花 数2輪 の もの もあ った.ま た,

植 えた球根 の球周が7cm以 上 の場合,栽 培終了後に

掘 り上げた球根の球周の平均は11.9cm以 上 となった.

6.以 上の結果から,簡 易培養槽による液体通気培

養で大量増殖 した培養球根を利用 し,冷 蔵処理やハ ウ

スな どでの栽培を組合せ ることによって,短 期 間(栽

培1~3年)で ササユ リの切 り花や鉢花を生産で きる

可能性が見出せた.
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